
地球環境を守るため再生紙を使っています。
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小
・
中
学
校
の
統
廃
合
撤
回
と

学
校
選
択
制
の
廃
止
を

前
橋
市
は
、
十
一
学
級
以
下
の

小
規
模
な
小
中
学
校
（
小
学
校
十

七
校
・
中
学
校
九
校
）
を
、「
適
正

規
模
化
」
す
る
と
し
て
、
二
中
や

広
瀬
中
、
中
川
小
や
中
央
小
、
広

瀬
小
や
天
神
小
、
朝
倉
小
な
ど
、

対
象
校
の
保
護
者
や
子
ど
も
た
ち

に
は
事
前
に
何
の
説
明
も
な
い
ま

ま
、
統
廃
合
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

中
道
浪
子
議
員
は
「
小
規
模
校

ゆ
え
に
、
よ
い
と
こ
ろ
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
市
教
委
の
言
う
『
適
正

規
模
』
に
教
育
的
根
拠
は
な
い
。

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
、
教
師
な

ど
の
関
係
者
に
意
見
を
聞
か
な
い

ま
ま
強
行
す
る
の
は
問
題
」
と
批

判
し
、
統
廃
合
計
画
の
撤
回
を
求

め
ま
し
た
。

中
澤
教
育
長
は
、
小
規
模
校
の

よ
さ
を
認
め
つ
つ
も
「
単
一
学
級

は
運
動
会
で
ク
ラ
ス
対
抗
が
で
き

な
い
」
と
教
育
者
と
し
て
の
認
識

を
疑
う
答
弁
を
し
、
あ
く
ま
で
統

廃
合
推
進
の
姿
勢
を
変
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

同
議
員
は
、
総
括
質
問
に
続
い

て
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で
「
学

校
統
廃
合
を
す
す
め
る
た
め
の
学

校
選
択
制
は
、
直
ち
に
止
め
る
べ

き
」
と
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。

同
議
員
は
本
市
が
、
学
校
選
択

制
を
導
入
す
る
前
か
ら
、
実
施
し

た
他
市
の
例
を
紹
介
し
な
が
ら

「
選
択
制
は
、
学
校
の
統
廃
合
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
批

判
し
ま
し
た
が
、
市
教
委
は
聞
く

耳
を
持
た
ず
強
行
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
選
択
制
導
入
後
、
通
う
べ

き
地
域
の
子
ど
も
が
他
の
学
校
を

選
び
、
一
ク
ラ
ス
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
移
動
が
出
る
な
ど

学
校
現
場
か
ら
も
非
難
の
声
が
出

て
い
ま
し
た
。

市
教
委
は
「
選
択
制
を
見
直
し

す
る
」
と
、
指
摘
し
た
と
お
り
答

弁
し
ま
し
た
。

小林久子議員 中道浪子議員田村知子議員 長谷川薫議員

第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
三
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
十
八
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
総

括
質
問
に
は
、
中
道
浪
子
議
員
、
笠
原
寅
一

議
員
、
長
谷
川
薫
議
員
が
、
決
算
審
査
は
各

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
、
市
民
要
望

実
現
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
審
査

や
意
見
書
起
草
委
員
な
ど
、小
林
久
子
議
員
、

田
村
知
子
議
員
が
奮
闘
し
ま
し
た
。

無料法律・生活相談
毎週金曜日10～12時
市議団控室　予約を

中 道 浪 子（261）4355

笠 原 寅 一（263）0688

長谷川　薫（234）5326

小 林 久 子（283）6756

田 村 知 子（224）8363

笠原寅一議員

長
谷
川
薫
議
員
は
、
こ
の
四
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。「

政
府
は
、
国
民
の
怒
り
に
押

さ
れ
て
、
小
手
先
の
修
正
で
批
判

を
か
わ
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
二

年
ご
と
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
保
険

料
負
担
と
、
差
別
医
療
の
制
度
の

本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
市
長
は
、

国
に
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
べ

き
」
と
た
だ
し
ま
し
た
が
、
当
局

は
「
国
の
動
向
を
見
守
る
」
と
の

答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
議
員
は
「
①
後
期
高

齢
者
の
生
活
を
守
る
た
め
に
市
独

自
の
保
険
料
や
医
療
費
の
負
担
軽

減
策
を
創
る
べ
き
。
②
受
診
の
機

会
を
奪
わ
な
い
よ
う
保
険
料
滞
納

者
か
ら
保
険
証
の
取
り
上
げ
を
や

め
る
べ
き
。
③

保
険
料
を
本
人

お
よ
び
家
族
の

口
座
振
替
で
自

主
納
付
で
き
る

制
度
の
市
民
周

知
を
強
め
る
べ

き
」
と
提
言
し

ま
し
た
。

９月
議会報告

市民要求の実現めざし奮闘します

「
後
期
医
療
制
度
」は
廃
止
を

介
護
保
険
が
実
施
さ
れ
て
八
年

が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、
介
護
報

酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
施
設

は
経
営
難
に
陥
り
、
低
賃
金
重
労

働
を
強
い
ら
れ
る
介
護
従
事
者
は

減
り
続
け
て
い
ま
す
。
特
養
ホ
ー

ム
は
相
変
わ
ら
ず
、
待
機
者
が
減

ら
ず
千
人
を
超
え
た
ま
ま
で
す
。

保
険
料
は
当
初
よ
り
約
一
・
五

倍
化
し
、
介
護
認
定
や
サ
ー
ビ
ス

は
ど
ん
ど
ん
引
き
下
げ
ら
れ
、
家

族
介
護
に
頼
ら
な
け
れ
ば
生
活
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

中
道
議
員
は
、
総
括
・
委
員
会

質
問
を
通
し
て
、
本
市
の
介
護
保

険
会
計
は
今
年
度
ま
で
の
三
年
間

で
、
十
七
億
円
以
上
も
黒
字
に
な

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
保
険
料

の
引
き
下
げ
を
求
め
ま
し
た
。

17
億
円
の
黒
字
で

介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
よ
!!

子ども・保護者など不在の学校統廃合計画

さ
ら
に
同
議
員
は
「
次
期
（
第

四
期
）
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。
電

動
ベ
ッ
ド
・
車
い
す
な
ど
の
福
祉

用
具
の
補
助
制
度
の
創
設
。
特
養

ホ
ー
ム
の
新
・
増
設
な
ど
施
設
設

備
の
充
実
で
待
機
者
を
な
く
す
こ

と
。
国
に
対
し
て
、
介
護
従
事
者

の
賃
金
と
介
護
事
業
所
へ
の
運
営

費
補
助
を
引
き
上
げ
る
よ
う
要
望

し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
制
度

に
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
、「
保
険
料

の
引
き
下
げ
」
や
「
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」
に
つ
い

て
は
表
明
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

中体連の開会式の行進

前
工
跡
地
の
土
壌
汚

染
問
題
は
、
市
民
の
健

康
に
か
か
わ
る
重
大
な

公
害
問
題
で
す
。
長
谷

川
議
員
が
「
住
民
説
明
を
直
ち
に
お
こ
な
い
、

健
康
被
害
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
」
と
迫
り

ま
し
た
が
、
市
長
は
あ
い
ま
い
な
答
弁
で
、

市
民
の
生
命
と
安
全
を
守
り
、
真
剣
に
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
全
く
見
ら
れ

ず
、
地
元
住
民
の
不
安
な
気
持
ち
を
、
受
け

止
め
よ
う
と
し
な
い
態
度
は
許
せ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

近
藤
よ
し
え

（
前
・
前
橋
市
議
会
議
員
）

議
会
を
傍
聴
し
て



「
み
ず
き
野
住
宅
団
地
」開
発
が

商
業
施
設
に
一
転

―
―
高
木
市
長
に
よ
る
親
族
会
社
へ
の
利
益
供
与
か
―
―

笠
原
寅
一
議
員
は
、
県
住
宅

供
給
公
社
が
計
画
し
た
「
み
ず

き
野
住
宅
団
地
」
に
関
す
る
問

題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

同
団
地
は
、
公
社
と
地
権
者

の
間
で
、
住
宅
団
地
と
し
て
売

買
契
約
が
結
ば
れ
て
い
た
も
の

の
、軟
弱
地
盤
な
ど
を
理
由
に
、

契
約
解
除
や
売
買
価
格
の
大
幅

引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
議
員
は
、
当
時
県
議
だ
っ

た
高
木
市
長
が
深
く
か
か
わ
っ

て
い
た
こ
と
、
市
長
の
親
族
企

業
が
商
業
施
設
の
開
発
計
画
を

提
案
し
、
仲
介
に
入
っ
た
こ
と

を
示
し
、「
結
局
こ
の
開
発
で

利
益
を
得
た
の
は
市
長
の
親
族

企
業
で
、
損
を
し
た
の
は
地
権

者
で
あ
っ
た
。
一
連
の
流
れ
は

意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
市
民
の
疑
問
に
ど
う
答

え
る
の
か
」
と
た
だ
し
ま
し

た
。高

木
市
長
は「
契
約
解
除
は
、

公
社
の
判
断
で
行
っ
た
も
の

で
、
売
買
に
は
リ
ス
ク
が
伴
う

こ
と
も
あ
る
」
と
答
弁
。
六
月

議
会
で
は
「
地
権
者
の
た
め
に

動
い
た
」
と
地
権
者
に
恩
を
き

せ
て
言
い
訳
を
し
た
が
、
今
回

の
答
弁
で
「
売
買
だ
か
ら
リ
ス

ク
は
仕
方
な
い
」
と
市
長
の
本

音
が
見
え
ま
し
た
。

前
橋
民
商
が
提
出

同
請
願
は
、「
不
況
や
原
油
高
の
影

響
で
、
収
入
が
落
ち
込
み
営
業
と
暮

ら
し
が
大
変
。
医
療
、
年
金
、
介
護

の
負
担
が
増
え
て
苦
し
く
な
る
ば
か

り
。
消
費
税
は
大
金
持
ち
に
は
負
担

が
軽
く
、
低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重

い
最
悪
の
不
公
平
税
制
。
暮
ら
し
や

家
計
を
守
る
た
め
に
、
消
費
税
増
税

に
反
対
す
る
議
会
決
議
を
し
て
、
国

に
送
付
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
内
容

で
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
の
田
村
知
子

議
員
他
が
紹
介
議
員
と
な
り
、
本
会

議
で
審
査
さ
れ
、
同
議
員
が
以
下
の

よ
う
に
賛
成
討
論
を
し
ま
し
た
。

大
企
業
減
税
の

穴
埋
め
に

使
わ
れ
た
消
費
税

「
消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
二
十
年
、

そ
の
間
消
費
税
収
は
約
百
八
十
八
兆

円
、
大
企
業
の
法
人
税
の
減
収
は
約

百
六
十
兆
円
。
結
局
、
消
費
税
は
、

社
会
保
障
費
に
使
わ
れ
ず
大
企
業
減

税
の
穴
埋
め
に
使
わ
れ
た
。
消
費
税

増
税
に
反
対
の
決
議
を
上
げ
る
べ
き
」

と
討
論
。
日
本
共
産
党
市
議
団
以
外

の
全
て
の
議
員
・
会
派
は
討
論
も
せ

ず
に
反
対
し
、
請
願
に
背
を
向
け
ま

し
た
。

学
校
施
設
は
、
安
心
し
て
毎

日
子
ど
も
た
ち
が
生
活
す
る
場

で
す
。
ま
た
、
災
害
時
は
子
ど

も
た
ち
を
は
じ
め
、
地
域
住
民

の
避
難
場
所
と
し
て
防
災
の
拠

点
と
な
る
重
要
な
施
設
で
す
。

小
・
中
学
校
の
校
舎
の
耐
震
化

率
は
、
八
八
・
三
％
で
す
が
、

体
育
館
は
二
二
・
四
％
と
き
わ

め
て
低
い
の
が
現
状
で
す
。

小
林
久
子
議
員
は
「
遅
れ
て

い
る
体
育
館
の
耐
震
化
を
急
ぐ

と
と
も
に
、
耐
震
診
断
を
直
ち

に
行
う
べ
き
」
と
質
問
し
ま
し

た
が
、
市
教
委
は
「
校
舎
を
優

先
に
進
め
て
き
た
。
体
育
館
も

順
次
進
め
て
い
く
」
と
答
弁
。

同
議
員
は
「
急
ぐ
必
要
の
な

い
下
増
田
運
動
公
園
用
地
に
十

億
円
も
つ
ぎ
込
む
の
で
は
な

く
、
体
育
館
や
校
舎
の
耐
震
化

に
予
算
を
回
し
早
急
に
耐
震
診

断
を
実
施
す
べ
き
で
す
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。

旧
消
防
本
部
跡
地
に
、
来
年

三
月
の
入
居
を
目
途
に
、
穴
吹

工
務
店
・
大
林
組
共
同
提
案
の

「
医
療
モ
ー
ル
併
設
型
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
」
の
建
設
工
事
＝
写

真
＝
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
優

良
建
築
物
等
整
備
事
業
に
総
額

約
三
億
五
百
六
万
円
の
補
助
金

が
国
・
県
・
市
か
ら
交
付
さ
れ

ま
す
が
、
市
と
の
契
約
で
あ
る

診
療
所
や
調
剤
薬
局
が
未
だ
に

決
ま
ら
ず
、
見
通
し
も
立
っ
て

い
ま
せ
ん
。

田
村
知
子
議
員
は
「
多
額
の

補
助
金
を
う
け
て
、
県
庁
通
り

の
一
等
地
に
タ
ダ
同
然
の
公
有

地
を
手
に
入
れ
、
し
か
も
、
医

療
モ
ー
ル
付
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

を
売
り
も
の
に
し
な
が
ら
、
目

途
さ
え
立
っ
て
い
な
い
の
は
問

題
」
と
追
及
。

大
塚
副
市
長
は
「
診

療
所
の
入
居
は
予
定
通

り
指
導
を
強
め
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た

が
、
同
議
員
は
「
ゼ
ネ

コ
ン
大
企
業
に
は
至
れ

り
つ
く
せ
り
。
市
民
に

は
厳
し
い
市
の
態
度
は

認
め
ら
れ
な
い
」
と
副

市
長
の
姿
勢
を
た
だ
し

ま
し
た
。

医
療
モ
ー
ル
併
設
の

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
多
額
の
補
助
金

―
―
土
地
代
タ
ダ
同
然
の
至
れ
り
尽
く
せ
り
―
―

学
校
体
育
館
・
校
舎
の

耐
震
化
を
最
優
先
に

―
―
耐
震
診
断
は
直
ち
に
実
施
せ
よ
―
―

「消費税増税に反対する」請願を他会派が否決

日本共産党市議団は、同病院労組の申し入れを受け、

今議会に「社会保険群馬中央総合病院の公的施設として

の存続を求める意見書」を提出。

この意見書は、同病院が民間に売却されたり、廃止さ

れたりすれば、本市における地域医療・救急医療体制の

確保が困難になると指摘した内容で、議会最終日に全会

派の共同提案により採択されました。翌日の二十六日に、

衆・参議長や社会保険庁などに送付しました。

「社会保険群馬中央総合病院の
存続を求める意見書」が採択される


